
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
植栽帯 (10)の土壌表面 (11)を被覆するマルチング材であって、該植栽帯 (10)を覆う本体部
(2)と該植栽帯 (10)に並行する縁石 (12)を覆う端縁部 (3)を包含し、該端縁部 (3)の被覆面 (
3a)に該本体部 (2)に沿って延びる補助片 (4)の一側縁部 (4a)が層設され、該補助片 (4)の他
側縁部 (4b)側は自由端となっていることを特徴とする植栽帯被覆用マルチング材 (1)。
【請求項２】
植栽帯 (10)の土壌表面 (11)を被覆するマルチング材であって、該植栽帯 (10)を覆う本体部
(2)と該植栽帯 (10)に並行する壁面 (13)を覆う端縁部 (3')を包含し、該端縁部 (3')の被覆
面 (3a')に該本体部 (2)に沿って延びる補助片 (4)の一側縁部 (4a)が層設され、該補助片 (4)
の他側縁部 (4b)側は自由端となっていることを特徴とする植栽帯被覆用マルチング材 (1')
。
【請求項３】
該本体部 (2)の被覆面 (2a)に、該補助片 (4)と平行に延びる他の補助片 (5)の一端縁部 (5a)
が、他側縁部 (5b)側が自由端となるように層設されている請求項１又は２に記載の植栽帯
被覆用マルチング材。
【請求項４】
該補助片 (4)は該本体部 (2)の一側縁部が折り返され折り目 (2b)が層状に接着されて構成さ
れ、該折り目 (2b)の層状に接着された部分が該端縁部 (3又は 3')をなす請求項１～３の何
れか一つの項に記載の植栽帯被覆用マルチング材。
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【請求項５】
植栽帯 (10)を覆う本体部 (2)と該植栽帯 (10)に並行する縁石 (12)を覆う端縁部 (3)を包含し
、該端縁部 (3)の被覆面 (3a)に一側縁部 (4a)が層設され他側縁部 (4b)側は自由端をなし該
本体部 (2)に沿って延びる補助片 (4)を有する植栽帯被覆用マルチング材 (1)を使用し、
該縁石 (12)に沿って溝 (14)を形成する第１の工程と、
該溝 (14)に該補助片 (4)の該他側縁部 (4b)側を入れ込んで埋め戻す第２の工程と、
該植栽帯 (10)を該本体部 (2)で覆うとともに該端縁部 (3)を該縁石 (12)に接着する第３の工
程と、
からなることを特徴とする植栽帯被覆用マルチング材の施工方法。
【請求項６】
植栽帯 (10)を覆う本体部 (2)と該植栽帯 (10)に並行する壁面 (13)を覆う端縁部 (3')を包含
し、該端縁部 (3')の被覆面 (3a')に一側縁部 (4a)が層設され他側縁部 (4b)側は自由端をな
し該本体部 (2)に沿って延びる補助片 (4)を有する植栽帯被覆用マルチング材 (1')を使用し
、
該壁面 (13)に沿って溝 (14)を形成する第１の工程と、
該溝 (14)に該補助片 (4) の該他側縁部 (4b)側を入れ込んで埋め戻す第２の工程と、
該植栽帯 (10)を該本体部 (2)で覆うとともに該端縁部 (3')を該壁面 (13)に接着する第３の
工程と、
からなることを特徴とする植栽帯被覆用マルチング材の施工方法。
【請求項７】
該植栽帯被覆用マルチング材 (1又は 1')は該本体部 (2)の被覆面 (2a)に一端縁部 (5a)が層設
され他側縁部 (5b)側は自由端をなし該補助片 (4)と平行に延びる他の補助片 (5)を有し、該
第２の工程の後に、該植栽帯 (10)に他の溝 (18)を形成して該他の溝 (18)に該他の補助片 (5
) の該他側縁部 (5b)側を入れ込んで埋め戻す第４の工程を有する請求項５又は６に記載の
植栽帯被覆用マルチング材の施工方法。
【請求項８】
該本体部 (2)の全面を展張した後、該本体部 (2)と隣接する他の植栽帯被覆用マルチング材
(8)との重なりあう部分 (2c)を接着する請求項５～７の何れか一つの項に記載の植栽帯被
覆用マルチング材の施工方法。
【請求項９】
該本体部 (2)の全面を展張した後、該本体部 (2)と隣接する他の植栽帯被覆用マルチング材
との重なりあう部分 (2c)をピン固定する請求項５～７の何れか一つの項に記載の植栽帯被
覆用マルチング材の施工方法。
【請求項１０】
該補助片 (4)は該本体部 (2)の一側縁部が折り返され折り目 (2a)が層状に接着されて構成さ
れ、該折り目 (2a)の層状に接着された部分が該端縁部 (3又は 3')をなす請求項５～９の何
れか一つの項に記載の植栽帯被覆用マルチング材の施工方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、植栽工に際して苗木の根を囲む土壌の乾燥を防ぎ、苗木の周りでの雑草の繁茂
を阻止して、苗木の生育を助ける、植栽帯被覆用マルチング材に関する。
【０００２】
【従来の技術】
路側や駐車場脇の植栽帯における雑草の繁茂を阻止するために、マルチング材が多く使用
されている。このマルチング材は苗木の周りの地面を覆うように敷設されるが、風による
めくれの防止等のため、通常、何らかの方法で地面に固定される。その固定方法としては
、例えばアンカーピンで固定する方法が広く知られているが、高速道路の路側のように多
くの配線が埋設されている場所におけるアンカーピンの使用は、埋設された配線を破損さ
せるおそれがあり好ましくない。また、アンカーピンを使用する固定方法では、植栽帯に
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走行車が乗り上げた場合や、路側を走行する道路清掃車がアンカーピンを引っ掛けた場合
に、地面から抜けたアンカーピンが車輌を破損させるおそれもあった。更に、ピン打ちに
より生じた穴から雑草が生えるという問題もあった。そのため、縁石で縁取られた植栽帯
においては、アンカーピンを使用せず、マルチング材の端縁部を縁石に接着剤で固定する
方法が採用される場合もある。しかし、接着剤による固定方法では、例えば局所的な剥離
部分に風が侵入して剥離部分が広がる等、一部の剥離が全体の固定力に影響を及ぼすとい
う構造上の問題があった。
【０００３】
そこで、アンカーピンを使用せず十分な固定力を得るために、図９に示すような、マルチ
ング材２１の端縁部２１ａを植栽帯１０の縁石１２側部に埋設して固定する方法が採用さ
れている。なお、この埋設による固定方法は、植栽帯１０が縁石１２の代わりに壁面で縁
取られている場合でも、採用することができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記埋設による固定法においてマルチング材２１は埋設の為に湾曲される
ため、その湾曲部２１ｂと縁石１２（植栽帯１０の縁）との間にマルチング材２１で被覆
されない部分１６ができ、この部分１６に雑草１７が繁茂する問題があった。しかも、植
栽帯１０が壁面に縁取られている場合は、壁面の近傍に雑草が繁茂するとその除去は困難
であった。
【０００５】
そこで本発明は、アンカーピンを使用することなく地面に固定でき、植栽帯の縁まで完全
に覆うことのできる植栽帯被覆用マルチング材及びその施工方法を提供することを目的と
する。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明にかかる第１の植栽帯被覆用マルチング材は、植栽帯の土壌表面を被覆するマルチ
ング材であって、該植栽帯を覆う本体部と該植栽帯に並行する縁石を覆う端縁部を包含し
、該端縁部の被覆面に該本体部に沿って延びる補助片の一側縁部が層設され、該補助片の
他側縁部側は自由端となっていることを特徴とする。
【０００７】
この植栽帯被覆用マルチング材は、被覆に使用される本体部と端縁部の他に補助片が設け
られているので、補助片を固定用として使用することによりアンカーピンを使用すること
なく地面に固定できるとともに、端縁部を縁石に接着した場合には、一部の剥離による影
響を受けにくい固定力を有する構造とすることができる。また、本体部と端縁部により植
栽帯を縁まで完全に覆うことができる。
【０００８】
本発明にかかる第２の植栽帯被覆用マルチング材は、植栽帯の土壌表面を被覆するマルチ
ング材であって、該植栽帯を覆う本体部と該植栽帯に並行する壁面を覆う端縁部を包含し
、該端縁部の被覆面に該本体部に沿って延びる補助片の一側縁部が層設され、該補助片の
他側縁部側は自由端となっていることを特徴とする。
【０００９】
この植栽帯被覆用マルチング材は、植栽帯の被覆に使用される本体部と壁面の被覆に使用
される端縁部の他に補助片が設けられているので、補助片を固定用として使用することに
よりアンカーピンを使用することなく地面に固定できるとともに、端縁部を壁面に接着し
た場合には、一部の剥離による影響を受けにくい固定力を有する構造とすることができる
。また、本体部と端縁部により植栽帯を縁まで完全に覆うことができ、特に、植栽帯を本
体部で被覆することに加え本体部に連続する端縁部を壁面に沿って敷設することにより、
従来除去が困難であった壁面近傍における雑草の繁茂を効果的に阻止することができる。
【００１０】
上記第１、第２の植栽帯被覆用マルチング材において、該本体部の被覆面に、該補助片と
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平行に延びる他の補助片の一端縁部が、他側縁部側が自由端となるように層設されていて
もよい。
この場合、補助片に加え他の補助片を固定用として使用することにより、更に強い固定力
を得ることができる。
【００１１】
上記第１、第２の植栽帯被覆用マルチング材において、該補助片は該本体部の一側縁部が
折り返され折り目が層状に接着されて構成され、該折り目の層状に接着された部分が該端
縁部をなしていてもよい。
この場合、構造が簡単になり、しかも部品点数が少なくなるので、生産性が向上しコスト
低減を図ることができる。
【００１２】
本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の第１の施工方法は、植栽帯を覆う本体部と該
植栽帯に並行する縁石を覆う端縁部を包含し、該端縁部の被覆面に一側縁部が層設され他
側縁部側は自由端をなし該本体部に沿って延びる補助片を有する植栽帯被覆用マルチング
材を使用し、該縁石に沿って溝を形成する第１の工程と、該溝に該補助片の該他側縁部側
を入れ込んで埋め戻す第２の工程と、該植栽帯を該本体部で覆うとともに該端縁部を該縁
石に接着する第３の工程と、からなることを特徴とする。
【００１３】
また、本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の第２の施工方法は、植栽帯を覆う本体
部と該植栽帯に並行する壁面を覆う端縁部を包含し、該端縁部の被覆面に一側縁部が層設
され他側縁部側は自由端をなし該本体部に沿って延びる補助片を有する植栽帯被覆用マル
チング材を使用し、該壁面に沿って溝を形成する第１の工程と、該溝に該補助片の該他側
縁部側を入れ込んで埋め戻す第２の工程と、該植栽帯を該本体部で覆うとともに該端縁部
を該壁面に接着する第３の工程と、からなることを特徴とする。
【００１４】
これら第１、第２の施工方法によれば、溝掘りと埋め戻しの作業のみで、特別な技能を要
することなく、またアンカーピンを使用することなく固定することができる。しかも、設
置場所に配線が埋設されていた場合でも補助片の入れ込み位置を配線の上層にすれば設置
が可能であり、また溝堀り作業において配線の有無を確認できるので配線の損傷事故を防
止することができる。
更に、第１の施工方法によれば、端縁部を縁石に接着することにより、縁石近傍の隙間を
完全に無くして雑草の繁茂を完全に阻止することができる。一方、第２の施工方法によれ
ば、端縁部を壁面に接着することにより、壁面に沿った敷設が可能となり、従来除去が困
難であった壁面近傍における雑草の繁茂を効果的に阻止することができる。このとき、端
縁部を縁石又は壁面に接着するとともに埋設された補助片によって固定するので、一部の
剥離による影響を受けにくい固定力を有する構造とすることができる。
【００１５】
上記第１、第２の施工方法は、使用される植栽帯被覆用マルチング材が該本体部の該被覆
面に一端縁部が層設され他側縁部側は自由端をなし該補助片と平行に延びる他の補助片を
有するものであって、該第２の工程の後に、該植栽帯に他の溝を形成して該他の溝に該他
の補助片の該他側縁部側を入れ込んで埋め戻す第４の工程を有していてもよい。
この場合、補助片に加え他の補助片を埋め込むことにより、更に強い固定力を得ることが
できる。
【００１６】
上記第１、第２の施工方法において、該本体部の全面を展張した後、該本体部と隣接する
他の植栽帯被覆用マルチング材との重なりあう部分を接着するようにしてもよく、この場
合、複数のマルチング材を使用することが可能となり、広い植栽帯の被覆にも適用するこ
とができる。
なお、本体部と隣接する他の植栽帯被覆用マルチング材との重なりあう部分は、ピン固定
してもよく、その場合、接着面の洗浄等を必要とせず、より簡単に固定することができる
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。
【００１７】
上記第１、第２の施工方法に使用される植栽帯被覆用マルチング材は、該補助片は該本体
部の一側縁部が折り返され折り目が層状に接着されて構成され、該折り目の層状に接着さ
れた部分が該端縁部をなしていてもよい。この場合、施工に使用されるマルチング材は、
構造が簡単で部品点数が少なくコスト低減を図ることができるものなので、施工における
資材費の低減を図ることができる。
【００１８】
【発明実施の形態】
図１、２に、本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の具体例を示す。図１は、同マル
チング材が施工された植栽帯を示す断面図である。図２は、同マルチング材の概観を示す
斜視図である。
植栽帯被覆用マルチング材１は、植栽帯１０の土壌表面１１を被覆するためのものであり
、植栽帯１０を覆う本体部２と植栽帯１０に並行する縁石１２を覆う端縁部３を包含して
いる。端縁部３の被覆面３ａに本体部２に沿って延びる補助片３の一側縁部４ａが層設さ
れ、補助片４の他側縁部４ｂ側は自由端となっている。また、図１に示すように、施工さ
れた状態において端縁部３は、縁石１２に接着剤１５で接着されている。
【００１９】
この植栽帯被覆用マルチング材１は、被覆に使用される本体部２と端縁部３の他に補助片
４が設けられているので、補助片４を固定用として使用することによりアンカーピンを使
用することなく地面に固定できるとともに、端縁部３を縁石１２に接着した場合には、一
部の剥離による影響を受けにくい固定力を有する構造とすることができる。また、本体部
２と端縁部３により植栽帯１０を縁まで完全に覆うことができる。
【００２０】
図３に、本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の他の具体例を示す。図３は、同マル
チング材が施工された植栽帯を示す断面図である。なお、以下の具体例の説明において、
前記具体例と実質的に同じ部分には同符号を付すものとする。
植栽帯被覆用マルチング材１’は、壁面１３で縁取られた植栽帯１０の土壌表面１１を被
覆するためのものであり、植栽帯１０を覆う本体部２と植栽帯１０に並行する壁面１３を
覆う端縁部３’を包含している。端縁部３’の被覆面３ａ’に本体部２に沿って延びる補
助片３の一側縁部４ａが層設され、補助片４の他側縁部４ｂ側は自由端となっている。ま
た、端縁部３’は壁面１３に接着剤１５で接着されている。
【００２１】
この植栽帯被覆用マルチング材１’は、植栽帯１０の被覆に使用される本体部２と壁面１
３の被覆に使用される端縁部３’の他に補助片４が設けられているので、補助片４を固定
用として使用することによりアンカーピンを使用することなく地面に固定できるとともに
、端縁部３’を壁面１３に接着した場合には、一部の剥離による影響を受けにくい固定力
を有する構造とすることができる。また、本体部２と端縁部３’により植栽帯１０を縁ま
で完全に覆うことができる。特に、植栽帯１０を本体部２で被覆することに加え本体部２
に連続する端縁部３’を壁面１３に沿って敷設することにより、従来除去が困難であった
壁面１３近傍における雑草の繁茂を効果的に阻止することができる。
【００２２】
図４に、本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の更に他の具体例を示す。
植栽帯被覆用マルチング材６は、前記植栽帯被覆用マルチング材１における本体部２の被
覆面２ａに、補助片４と平行に延びる他の補助片５の一端縁部５ａを、他側縁部５ｂ側が
自由端となるように層設したものである。
こうすると、補助片４に加え他の補助片５を固定用として使用することにより、更に強い
固定力を得ることができる。
【００２３】
図５に、本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の更に他の具体例を示す。
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植栽帯被覆用マルチング材７は、前記植栽帯被覆用マルチング材１における補助片４を、
本体部２の一側縁部を折り返して折り目２ａを層状に接着して構成し、更に、折り目２ａ
の層状に接着された部分を端縁部３となしたものである。
こうすると、構造が簡単になり、しかも部品点数が少なくなるので、生産性が向上しコス
ト低減を図ることができる。
また、この植栽帯被覆用マルチング材７は、端縁部３の幅を広げる等して前記壁面１３の
被覆に適した形状の端縁部３’とすれば、植栽帯１０が壁面１３に縁取られている場合に
も使用できる。
なお、植栽帯被覆用マルチング材７は、前記植栽帯被覆用マルチング材１を変形したもの
であるが、前記植栽帯被覆用マルチング材６における補助片４についても、同様の構造と
することができる。
【００２４】
次に、前記植栽帯被覆用マルチング材１を施工する場合を具体例として、図６を参照しな
がら、本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の施工方法を説明する。
まず、第１の工程として、図６（ａ）に示すように、縁石１２に沿って溝１４を形成する
。次に、第２の工程として、溝１４に補助片４の他側縁部４ｂ側を入れ込んで埋め戻し、
図６（ｂ）の状態にする。そして、最後に、第３の工程として植栽帯１０を本体部２で覆
うとともに端縁部３を縁石１２に接着し、図１に示す状態として施工が完了する。
【００２５】
この施工方法によれば、溝掘りと埋め戻しの作業のみで、特別な技能を要することなく、
またアンカーピンを使用することなく固定することができる。しかも、設置場所に配線が
埋設されていた場合でも補助片４の入れ込み位置を配線の上層にすれば設置が可能であり
、また溝堀り作業において配線の有無を確認できるので配線の損傷事故を防止することが
できる。
更に、端縁部３を縁石１２に接着することにより、縁石１２近傍の隙間を完全に無くして
雑草の繁茂を完全に阻止することができる。このとき、端縁部３を縁石１２に接着すると
ともに埋設された補助片４によって固定するので、一部の剥離による影響を受けにくい固
定力を有する構造とすることができる。
【００２６】
なお、この施工方法は、植栽帯１０が縁石１２で縁取りされている場合に制限されず、図
３に示すような壁面１３に縁取りされている場合にも採用することができる。その場合、
前記第１の工程において溝１４は壁面１３に沿って形成すればよく、前記第３の工程にお
いて端縁部３は縁石１２に接着すればよい。そうすると、端縁部３’を壁面１３に接着す
ることにより、壁面１３に沿った敷設が可能となり、従来除去が困難であった壁面１３近
傍における雑草の繁茂を効果的に阻止することができる。
【００２７】
更に、上記施工方法は、前記植栽帯被覆用マルチング材６を使用するものであってもよい
。以下に、図７を参照しながら、前記植栽帯被覆用マルチング材６を使用する施工方法の
具体例を説明する。
まず、前記植栽帯被覆用マルチング材１を施工する場合と同様に、図７（ａ）に示すよう
に縁石１２に沿って溝１４を形成し、溝１４に補助片４の他側縁部４ｂ側を入れ込んで埋
め戻し図７（ｂ）の状態にする。
次に、端縁部３を縁石１２に接着するとともに、本体部２で植栽帯１０を途中まで覆う。
そして、第４の工程として、図７（ｃ）に示すように植栽帯１０に他の溝１８を形成し、
この溝１８に他の補助片５の他側縁部５ｂ側を入れ込んで埋め戻し図７（ｄ）に示す状態
とする。そして、本体部２の残りの部分を展張し、図７（ｅ）の状態として施工が完了と
なる。このとき、端縁部３を縁石１２に接着する作業と、第４の工程の順序に制限はなく
、接着作業は第４の工程の後であってもよい。
この施工方法によれば、補助片４に加え他の補助片５を埋め込むことにより、更に強い固
定力を得ることができる。
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【００２８】
なお、図７（ｅ）に示すように、本体部２の全面を展張して施工が完了した状態において
、本体部２と隣接する他の植栽帯被覆用マルチング材８とが重なりあう場合は、図８（ａ
）に示すように、その重なりあう部分２ｃを接着剤１５’で接着するようにしてもよく、
そうすると、複数のマルチング材を使用することが可能となり、広い植栽帯の被覆にも適
用することができる。このとき、重なりあう部分２ｃは、図８（ｂ）に示すように、ピン
１９で固定してもよく、そうすると、接着面の洗浄等を必要とせず、より簡単に固定する
ことができる。
なお、重なりあう部分２ｃの接着においては、接着剤１５’の替わりに粘着テープなどそ
の他公知の接着手段を使用してもよい。また、ピン１９として、公知のものを使用するこ
とができるが、全長２０ｍｍ程度でかえしを有する樹脂製のものが好ましい。
【００２９】
上記植栽帯被覆用マルチング材１を使用した施工方法、及び植栽帯被覆用マルチング材６
を使用した施工方法において、使用される植栽帯被覆用マルチング材１又は６の補助片４
は、前記植栽帯被覆用マルチング材５と同様に、本体部２の一側縁部が折り返され折り目
２ａが層状に接着されて構成され、折り目２ａの層状に接着された部分が端縁部３をなす
構造であってもよい。そうすると、施工に使用されるマルチング材は、構造が簡単で部品
点数が少なくコスト低減を図ることができるものなので、施工における資材費の低減を図
ることができる。
【００３０】
【発明の効果】
本発明にかかる第１の植栽帯被覆用マルチング材によれば、被覆に使用される本体部と端
縁部の他に補助片が設けられているので、補助片を固定用として使用することによりアン
カーピンを使用することなく地面に固定できるとともに、端縁部を縁石に接着した場合に
は、一部の剥離による影響を受けにくい固定力を有する構造とすることができる。また、
本体部と端縁部により植栽帯を縁まで完全に覆うことができる。
【００３１】
請求項２による、本発明にかかる第２の植栽帯被覆用マルチング材によれば、植栽帯の被
覆に使用される本体部と壁面の被覆に使用される端縁部の他に補助片が設けられているの
で、補助片を固定用として使用することによりアンカーピンを使用することなく地面に固
定できるとともに、端縁部を壁面に接着した場合には、一部の剥離による影響を受けにく
い固定力を有する構造とすることができる。また、本体部と端縁部により植栽帯を縁まで
完全に覆うことができ、特に、植栽帯を本体部で被覆することに加え本体部に連続する端
縁部を壁面に沿って敷設することにより、従来除去が困難であった壁面近傍における雑草
の繁茂を効果的に阻止することができる。
【００３２】
請求項３によれば、補助片に加え他の補助片を固定用として使用することにより、更に強
い固定力を得ることができる。
【００３３】
請求項４によれば、構造が簡単になり、しかも部品点数が少なくなるので、生産性が向上
しコスト低減を図ることができる。
【００３４】
請求項５、６による、本発明にかかる第１、第２の施工方法によれば、溝掘りと埋め戻し
の作業のみで、特別な技能を要することなく、またアンカーピンを使用することなく固定
を行うことができる。しかも、設置場所に配線が埋設されていた場合でも補助片の入れ込
み位置を配線の上層にすれば設置が可能であり、溝堀り作業において配線の有無を確認で
きるので配線の損傷事故を防止することができる。
更に、第１の施工方法によれば、端縁部を縁石に接着することにより、縁石近傍の隙間を
完全に無くして雑草の繁茂を完全に阻止することができる。一方、第２の施工方法によれ
ば、端縁部を壁面に接着することにより、壁面に沿った敷設が可能となり、従来除去が困
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難であった壁面近傍における雑草の繁茂を効果的に阻止することができる。このとき、端
縁部を縁石又は壁面に接着するとともに埋設された補助片によって固定するので、一部の
剥離による影響を受けにくい固定力を有する構造とすることができる。
【００３５】
請求項７によれば、補助片に加え他の補助片を埋め込むことにより、更に強い固定力を得
ることができる。
【００３６】
請求項８によれば、複数のマルチング材を使用することが可能となり、広い植栽帯の被覆
にも適用することができる。
【００３７】
請求項９によれば、接着面の洗浄等を必要とせず、より簡単に固定することができる。
【００３８】
請求項１０によれば、施工に使用されるマルチング材は、構造が簡単で部品点数が少なく
コスト低減を図ることができるものなので、施工における資材費の低減を図ることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の具体例を示し、同マルチング材が施
工された植栽帯の断面図である。
【図２】同マルチング材の概観を示す斜視図である。
【図３】本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の他の具体例を示し、同マルチング材
が施工された植栽帯の断面図である。
【図４】本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の更に他の具体例の概観を示す斜視図
である。
【図５】本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の更に他の具体例の概観を示す斜視図
である。
【図６】本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の施工方法を説明する断面図で、（ａ
）は第１の工程が終了した状態、（ｂ）は第２の工程が終了した状態である。
【図７】本発明にかかる植栽帯被覆用マルチング材の他の施工方法を説明する断面図で、
（ａ）は第１の工程が終了した状態、（ｂ）は第２の工程が終了した状態、（ｃ）は第４
の工程において他の溝を形成する作業が終了した状態、（ｄ）は第４の工程において他の
補助片の埋め戻し作業が終了した状態、（ｅ）は第３の工程が終了した状態である。
【図８】本体部と隣接する他の植栽帯被覆用マルチング材とが重なりあう部分を拡大して
示す断面図で、（ａ）は接着剤で接着した状態、（ｂ）はピンで固定した状態である。
【図９】従来のマルチング材が施工された植栽帯の断面図である。
【符号の説明】
１、１’、６、７　植栽帯被覆用マルチング材
２　　本体部
２ａ　被覆面
２ｂ　折り目
２ｃ　重なりあう部分
３、３’　　端縁部
３ａ、３ａ’　被覆面
４　　補助片
４ａ　一側縁部
４ｂ　他側縁部
５　　他の補助片
５ａ　一側縁部
５ｂ　他側縁部
８　　他の植栽帯被覆用マルチング材
１０　植栽帯
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１１　土壌表面
１２　縁石
１３　壁面
１４　溝
１８　他の溝

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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